
 

 

 

 

 

 

  

挑戦状に 

「まずはこのパンフレットの6つの謎を解き」

とあるので、6 つの謎をそれぞれ解いていく 

謎解きゲーム『謎だらけの大学図書館―司書からの挑戦状―』へのご参加、ありがとうございました。 

5 月 11日(月)～6月 30日(火)の開催で、参加者は 70名、クリア者は 19名、クリア率は約 27％となりました。 

以下に謎の解答を用意しましたので、ご覧ください。 

謎解きパンフレットを手に取る 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

貸出冊数 + 貸出期間 ＝ 対象利用者  

という式になっている 

 

院生は、20冊／1週間 

教職員は、50冊／3 か月 

松商学園関係者は、5冊／2週間 の貸出 

 

学生は、10冊／2週間の貸出なので、 

答えはひらがなで 「にしゅうかん」 

図は、トイレとエレベーターに続く扉の前にある 

看板を表している。 

 

そこに近い文庫本の本棚に、以下の謎がある。 

描かれているそれぞれについて、以下の通り 

本 ＝ 貸出OK 

辞書 ＝ 貸出できない 

新聞 ＝ 貸出できない 

DVD ＝ 貸出できない 

雑誌 ＝ 貸出OK（最新号を除く） 

 

図は五十音表を表しており、貸出できないものは、 

「く」「け」「ち」「よ」「ん」「さ」の位置にある 

並び替えると「ちょさくけん」となる。 



 

  

図は1階電動書架の棚番号70 と 71 を表している。 

 

「あけておく」→「開けて奥」に行くと、以下の謎がある。 

代表作 + 肖像が書かれた紙幣の値段 → 作家 

という式になっている。 

 

「こころ」「吾輩は猫である」を書き、千円札に書かれた

のは、夏目漱石。「論語と算盤」を書き、一万円札に

書かれたのは、渋沢栄一。「学問のすすめ」を書き、一

万円札に書かれたのは福沢諭吉である。 

 

「たけくらべ」を書き、五千円に描かれたのは、 

「樋口一葉」なので「ひぐちいちよう」となる 



 

 

 

  

  「1 階の同じ色のしかく」とあるので、 

1 階のマップを見る 

 

「しかく」は以下の通り 

①「資格」（赤色） 

②「■電動書架の…」（赤色） 

③「視聴覚資料」の「視」「覚」（黄緑色） 

④「郷土資料」の表示（黄緑色） 

①と②、③と④をつなげて、交わる場所にある展示で 

文字数があうものは「しょひょうきゃんぱす」 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

イラストは 

はいく→バイク てんし→でんし 

と最初の文字に濁点がつく法則がある。 

 

ひる→びるなので、 

図書館ホームページでビルの書かれた 

データベースを探す。 

 

図書館ホームページの、［資料検索］ページに 

「データベース」の一覧がある画像を見ていくと、 

「日経バリューサーチ」の画像がビルになっているので、 

答えは、「にっけいばりゅーさーち」となる。 

まつコモとは、 

図書館 3階にあるラーニングコモンズである。 

 

その入り口から、北に 3 歩、東に 11 歩、南に 2 歩、

東に 1歩 歩くと、以下の謎がある。 

 

赤く書かれているアルファベットは、 

分類記号の前に書かれたアルファベットを指す、 

それぞれ、 

B ＝ 文庫  E ＝ 絵本  J ＝ 児童書 

K ＝ 紙芝居  N ＝ 郷土資料 

R ＝ レファレンスブック（辞書、辞典など） 

 

足りないのは S ＝ 新書 なので、 

答えは「しんしょ」となる。 

 



 

 

 

  
謎の答えを、 

上に書かれた本の順番と、 

謎の順番がただしくなるように 

記入すると、左のようになる。 

 

矢印の書かれた部分を読むと、 

「ししょにきけ」とあり、 

 

左下には、「実行に移せ」とあるので、 

司書に実際に声をかける。 

 

司書に声をかけると、 

本の貸出と、栞をもらえる。 



  

栞には、裏表に謎がかかれている。 

それぞれを解く。 

下に書かれているのは、分類を示している。 

総記は 0類、哲学・心理学は 1類、 

歴史は 2類、社会科学は 3類、 

自然科学は 4類、技術は 5類、 

産業は 6類、芸術は 7類、 

言語は 8類、文学は 9類となる 

 

「産業」はさかさまになっているので、数字も

ひっくり返して、答えは「893942」となる。 

栞の形をみると、 

謎 6 の形と同じになっている。 

 

謎 6 の謎に照らし合わせてみると、 

1 の位置に「О」、2 の位置に「P」 

3 の位置に「A」、4 の位置に「C」 がある 

 

なので、答えは「OPAC」となる 



  

「奥付」（本の巻末にタイトルや著者名な

どの情報がまとめられた部分）の上を見る

と、左のような記載がある。 

 

        は本の背ラベルを表す。 

        黄色い位置に書かれている 

        のは「登録番号」である。 

 

「栞の謎」と合わせてあてはめると、 

「OPAC」で「登録番号」である「893942」

を探し、本の場所を表示せよ（本の場所

へ行け）」となる。 

OPAC とは、図書館が所蔵する資料を検

索できる「オンライン蔵書目録システム」 

 

松本大学図書館の OPAC のトップページ

の「詳しく探す」をクリックする。 

 

登録番号で検索できる欄があるので、 

「893942」を入力して検索する。 



 

  

検索すると「謎だらけの本」がヒットする 

 

「奥付の上の謎」では、 

「本の場所へ行け」と「本の場所を表示せ

よ」という 2 つの指示があるのでどちらも行

う。 

「本の場所を表示」するためには、 

本の詳細画面にある「本の場所を表示する」を

クリックする。すると、左下のように表示される 

 

「OPAC にログインしてください」とあるので、 

OPAC の右上の「ログイン」からログインする。 

 

必要な情報を入力してログインする。 

＜利用者コード＞ 

学生は学籍番号、教職員は教職員番号 

＜パスワード＞ 

入学時、入職時にメールで配布 

カウンターで再発行を受け付けます 



  

名前表示 ログインに成功すると、右上に自身の名前が表示される。 

 

クリックすると、貸出状況を確認できる。 

 

栞と一緒に借りた本の登録番号をクリックすると、 

詳細な情報を確認でき、予備項目 10 に「◆あなたが探し

ている本は「読んでみて！ゆるオシ本／イチ推し本」のコーナ

ーにある◆」とある。 

しかし、この情報だけでは、本を特定できないため、もう一つの指示「本の場所へ行け」を実行する。 



  

「謎だらけの本」が置かれているのは、 

分類記号「757.3」著者記号「シ」の場所。 

 

7 類が置かれているのは、3階南側。 

実際に探すと、左のような本が置かれているので、 

手に取ると、中に最終問題がある。 

 

 



  

最終問題には、 

「赤いせんの上を読め」とあり、 

 

下にはこれまでの問題で出てきた、 

栞の形がかかれている。 

 

順番に「赤いせん」の上を読んでいく 

 

「せん」は「線」「千」「1000」「せん」など、 

複数のとらえ方をする。 

は り せん 

本 の 1 O 

し 

「はりせん本のいちおし」と読むことができる。 

「◆あなたが探している本は「読んでみて！ゆるオシ本／イチ推

し本」のコーナーにある◆」というヒントと合わせて、 

コーナーで本を探していく。 



 

「ゆるオシ本／イチ推し本」のコーナーを探す。 

学生や教職員のおすすめの本が並んでおり、 

POP にお勧めした人のニックネームなどが 

書かれている。 

 

「はりせん本」の「イチ推し」の本は、 

『おめでとう』,川上弘美（新潮社）である。 

 

タイトルをスタッフに伝えて、クリア！ 


